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村の人口
６月末日現在
面積　79.46�

対前月比

男 4,288 人　＋ 6
女 4,321 人　＋ 5
計 8,609 人　＋11
世帯数 2,122 戸　＋ 3



村民憲章……美しい自然と調和した活力のある村をつくりましょう。 第４７４号 �

地域の安全のために活動
～防犯功労者・優良防犯連絡責任者表彰～

6月8日、本宮町の白鶴において、平成16
年度本宮地区防犯協会連合会定期総会が開
催され、この席上で防犯功労者等表彰が行
われました。
表彰式では、地域住民や各防犯団体の防
犯意識の向上に努めた大玉村大山防犯協会
（伊藤善三会長）が防犯功労団体として表彰
されました。
また、大山2区防犯協力会を設立し、地域
住民が安全に安心して生活できる地域づく
りを目指し活動している渡辺捷一郎さん
（大山字戸ノ内）が防犯功労者として表彰さ
れました。
さらに、地域住民と関係機関とのパイプ
役として活動されている玉井防犯連絡所連
絡会の後藤朋一さん（玉井字茱塚）が優良防
犯連絡責任者として表彰されました。

福島県知事表彰受賞祝賀会
～菅野博さん（玉井字出新田）～

6月16日、菅野博さんの福島県知事表彰
（地方自治功労者知事表彰）受賞を祝いアッ
トホームおおたまにおいて、関係者110人
が出席し祝賀会が開催されました。
祝賀会では、発起人を代表して浅和村長
が挨拶を述べ、根本匠衆議院議員等が祝辞
を述べられました。
また、同級生や親戚から記念品・花束を
受け取った菅野博さんは、変わらない地域
貢献への思いと感謝の気持ちを込めて謝辞
を述べられました。
菅野博さんは、大玉村議会議員を5期

（20年）の長年に亘り務められ、さらに安達
地方町村議会議長会会長、福島県町村議会
議長会会長として、地域住民の福祉向上や
地方自治の振興、発展に尽くされた功績が
認められました。

～菅野博さん（左）と令夫人シゲさん（右）～～左から渡辺捷一郎さん・伊藤善三さん・後藤朋一さん～

大玉村固定資産評価審査委員会委員に
高橋三男さん（玉井字百々目木）を再任

大玉村固定資産評価審査委員会は3名で構成さ
れており、任期満了となりました1名の村固定資
産評価審査委員会委員に、高橋三男さん（玉井字
百々目木）が再任され、6月21日に選任書の交付
が行われました。
高橋三男さんの任期は、平成16年6月21日より
3年間です。

大玉村農業委員会委員に
佐原武郎さん（玉井字反田）を選任

農業団体（安達地方農業共済組合）推薦委員の
理事任期満了に伴い、佐原武郎さん（玉井字反田）
がこの度推薦され、大玉村農業委員会委員として
選任（平成16年5月24日付）されました。
また、6月1日、大玉村役場において選任書の交
付式が行われました。

～大玉村農業委員会委員に佐原武郎さんを選任～～大玉村固定資産評価審査委員会委員に高橋三男さんが再任～

む
ら
の
話
題
あ
っ
ち
こ
っ
ち

地域での出来事、話題などがありましたら、総務課情報広聴係までお知らせください。 �48-3131内線211



村民憲章……明るく快適な住みよい村をつくりましょう。第４７４号�

う
ど
ん
作
り
体
験

〜
保
育
所
ス
ペ
シ
ャ
ル

タ
イ
ム
〜

六
月
十
七
日
、
大
玉
村
保

育
所
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
タ
イ
ム

に
、
う
ど
ん
作
り
名
人
の
松

井
俊
三
さ
ん（
玉
井
字
町
）の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
親
切

に
う
ど
ん
作
り
を
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

保
育
所
で
は
、「
ス
ペ
シ

ャ
ル
タ
イ
ム
」
と
称
し
、
一

年
間
に
六
回
程
度
地
域
の
名

人
な
ど
を
お
招
き
し
て
、
子

ど
も
達
に
多
種
多
様
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
意
義

な
時
間
を
す
ご
し
て
い
ま

す
。

～うどん作り体験で楽しい時間をすごしました～

住
み
良
い
大
玉
村

の
た
め
活
動

〜
大
玉
村
商
工
会
女
性
部
〜

六
月
十
六
日
、
大
玉
村
商

工
会
女
性
部
の
皆
様
に
は
、

大
玉
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
の
窓
拭
き
や
花
壇
の

整
備
さ
ら
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
内
の
清
掃
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
の
皆
様
は
、

六
月
十
日
の
「
商
工
会
の
日
」

の
記
念
事
業
と
し
て
、
毎
年
、

村
内
の
公
共
施
設
等
の
清
掃

作
業
や
環
境
美
化
活
動
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

～商工会女性部の皆さん～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

環
境
美
化
活
動

〜
玉
井
三
区
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
〜

六
月
十
七
日
、
玉
井
三
区

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の
皆
様

に
は
、
大
玉
村
保
育
所
の
花

壇
の
整
備
や
除
草
作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

玉
井
三
区
老
人
ク
ラ
ブ
女

性
部
の
皆
様
は
、
社
会
奉
仕

の
一
環
と
し
て
毎
年
、
大
玉

村
保
育
所
の
花
壇
の
整
備
や

除
草
作
業
を
自
主
的
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

～玉井3区老人クラブ女性部の皆さん～

色
と
り
ど
り
の
花
で
美
し
く

〜
緑
化
運
動
〜

緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
六

月
八
日
に
大
山
第
一
、
大
山
第
二

老
人
ク
ラ
ブ
が
国
道
四
号
線
（
丸

井
運
送
前
か
ら
五
十
嵐
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
の
花
壇
に
、
十
九
日

に
は
大
山
婦
人
会
が
県
道
本
宮
・

土
湯
温
泉
線
の
住
吉
交
差
点
の

花
壇
に
、
二
十
日
は
玉
井
婦
人

会
が
県
道
石
筵
・
本
宮
線
の
玉

井
小
学
校
近
く
の
花
壇
に
、マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
、サ
ル
ビ
ア
等
の

花
の
苗
を
合
わ
せ
て
約
六
、
〇
〇

〇
株
を
植
え
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
道
路
の
美
化
保
全
の
た
め

毎
年
、
緑
化
作
業
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

～大山第1・第2両老人クラブの皆さん～

～玉井婦人会の皆さん～ ～大山婦人会の皆さん～
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大
玉
村
夢
づ
く
り
事
業
報
告

毎
年
宮
城
県
の
亘
理
町
で
行
っ
て
い
る

阿
武
隈
川
河
口
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
、

流
域
市
町
村
で
出
来
る
事
と
し
て
、
七
月

三
日
に
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
、
役
に
立
と
う
と
、
ま
た
、
責

任
を
果
そ
う
と
参
加
者
達
は
熱
心
に
、
時

に
は
不
思
議
な
ご
み
に
首
を
か
し
げ
な
が

ら
拾
い
集
め
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
目
に
す
る
事
の
無
い
場
所

に
驚
き
な
が
ら
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
近
く
の
学
習
館
で
、
阿

武
隈
川
の
勉
強
を
し
た
り
、
小
石
で
ス
ト

ー
ン
ア
ー
ト
を
作
成
し
た
り
と
、
奉
仕
作

業
や
学
び
、
遊
び
と
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

以
下
、
子
供
達
の
感
想

・
ポ
イ
捨
て
を
無
く
し
、
生
活
排
水
を
な

る
べ
く
減
ら
す
と
良
い
と
思
う
。

・
ゴ
ミ
を
川
へ
捨
て
た
り
し
な
い
。
川
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

・
な
ぜ
タ
イ
ヤ
が
流
れ
て
く
る
か
不
思
議

で
す
。

・
大
変
だ
っ
た
け

ど
河
口
が
見
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
沢
山
あ
っ
て
、

ど
こ
か
ら
き
た
ん

だ
ろ
う
？

・
次
回
も
参
加
し

た
い
で
す(

全
員)

。

な
ど

～みんなで阿武隈川河口でごみ拾いをしてきました～

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

〜
あ
だ
た
ら
育
成
園
・
あ
だ
ち
共
労

育
成
園
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
〜

六
月
五
日
、
あ
だ
た
ら
育

成
園
・
あ
だ
ち
共
労
育
成
園

の
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

園
生
や
そ
の
家
族
、
近
隣
の

施
設
の
仲
間
や
村
内
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
約
四

〇
〇
名
が
参
加
し
て
同
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
園
生
の
唄
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ウ
や
、
焼
き
そ
ば
、
手
作

り
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
屋
台

な
ど
催
し
が
盛
り
沢
山
で
、

参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

～大勢の来場者で賑わいました～

大
山
小
学
校

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会

六
月
十
一
日
に
、
大
山
小
学

校
に
お
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
が
、
地
域
の
学
習
と
学

年
を
越
え
た
児
童
の
交
流
を
深

め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
児
童
が
一
グ
ル
ー
プ
三
、

四
人
の
七
十
八
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
競
技
中
は
、
上
級
生
が

下
級
生
の
手
を
つ
な
ぎ
、
協
力

し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
学
校
の
周
辺

の
コ
ー
ス
約
五
キ
ロ
を
巡
り
、

コ
ー
ス
内
に
あ
る
十
八
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
一
定
時
間
内

に
よ
り
多
く
回
れ
る
か
競
う
も

の
で
、
児
童
は
地
図
で
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
な
が
ら
、
速
さ
と

点
数
を
競
い
ま
し
た
。

～チェックポイントを通過する児童～

人
権
尊
重
の
重
要
性
・

必
要
性
を
理
解

〜
人
権
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
〜

六
月
二
十
九
日
、
大
玉
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
今

井
吉
之
さ
ん
（
福
島
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
会
長
、
弁
護

士
）
を
講
師
に
招
き
、
身
近

な
人
権
問
題
や
人
権
尊
重
の

大
切
さ
を
認
識
し
、
人
権
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
の
授
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
に

は
、
全
生
徒
や
関
係
者
を
併

せ
約
三
五
〇
名
が
参
集
し
人

権
尊
重
の
重
要
性
・
必
要
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

～人権意識の高揚が図られた講演会～

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

〜
国
際
結
婚
者
交
流
会
〜

六
月
二
十
六
日
、
大
玉
村

後
継
者
対
策
推
進
協
議
会
と

国
際
結
婚
代
表
者
が
共
催
し
、

国
際
結
婚
者
交
流
会
が
大
玉

村
商
工
会
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

国
際
結
婚
者
が
、
日
本
の

生
活
に
慣
れ
、
親
し
み
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
大

玉
村
国
際
結
婚
者
相
談
員
と

し
て
、
立
花
洋
一
、
夏
子
夫

妻
（
大
山
字
大
皿
久
保
）
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
者
の
立
花
洋

一
さ
ん
よ
り
経
験
談
や
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
浅

和
村
長
よ
り
、
遠
く
祖
国
を

離
れ
大
玉
村
に
嫁
い
で
来
ら

れ
た
花
嫁
さ
ん
に
お
礼
の
言

葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し

た
。懇

親
会

で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
も

飛
び
出
し
、

和
や
か
な

う
ち
に
閉

会
と
な
り

ま
し
た
。



六
月
二
十
五
日
に
、大
玉
村
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
十
六
年
度
国
道
四
号
福
島
市
・
郡
山
市
区
間
早
期
完

全
四
車
化
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
及
び
県
道
本
宮
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
四
号
福
島
市
・
郡
山
市
区
間
早
期
完
成
四
車
化
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、

最
後
に
決
議（
案
）が
審
議
さ
れ
、
全
て
満
場
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
道
石
筵
・
本
宮
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
、
平
成
十
六
年
度

事
業
計
画
、
及
び
決
議（
案
）が
審
議
さ
れ
、
全
て
満
場
一

致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

両
国
県
道
の
整
備
に
お
い
て
は
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

の
緩
和
、
交
通

事
故
の
防
止
等

数
々
の
メ
リ
ッ

ト
が
有
り
、
物

流
や
文
化
交
流

の
中
心
的
役
割

を
果
た
す
た
め
、

早
期
の
国
道
四

号
四
車
線
化
、

交
通
不
可
能
区

間
の
整
備
が
必

要
と
思
わ
れ
る

も
の
で
す
。

村民憲章……健康と福祉を重んじ、助け合う村をつくりましょう。第４７４号�

平
成
十
六
年
度
国
道
四
号
福
島
市
・
郡
山
市
区
間

早
期
完
全
四
車
化
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
及
び

県
道
石
筵
・
本
宮
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

～総会で挨拶を述べる浅和村長～

村
長
メ
モ
（
六
月
）

１
日

辞
令
交
付
。
福
島
県
町
村

会
自
治
功
労
伝
達
式
。
大
玉
村

青
色
申
告
会

２
日

庁
議
。
安
達
地
方
市
町
村

会
（
二
本
松
市
）

３
日

福
島
県
青
果
物
価
格
補
償

協
会
理
事
会
（
福
島
市
）。
安
達

地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
総
会
・

懇
親
会
（
二
本
松
市
）。
安
達
地

方
体
育
指
導
員
連
絡
協
議
会
総

会
（
二
本
松
市
）

４
日

福
島
県
市
町
村
教
育
委
員

会
連
絡
協
議
会
安
達
支
部
総
会

（
二
本
松
市
）。
Ｊ
Ａ
玉
井
秋
冬

野
菜
部
会
反
省
会
。
福
島
県
町

村
議
会
議
長
会
総
会（
福
島
市
）。

安
全
運
転
管
理
本
宮
事
業
主
会

総
会
（
本
宮
町
）。
大
い
な
る
田

舎
倶
楽
部
総
会

５
日

あ
だ
た
ら
育
成
園
ガ
ー
デ

ン
パ
ー
テ
ィ

７
日

福
島
県
農
業
信
用
基
金
協

会
（
福
島
市
）。
ふ
く
し
ま
フ

ォ
レ
ス
ト
エ
コ
ラ
イ
フ
財
団
理

事
会
。
県
北
高
校
保
護
委
員
連

協
本
宮
支
部
大
玉
地
区
総
会

８
日

県
北
林
業
協
会
理
事
会
・

総
会
（
福
島
市
）。
大
玉
村
青
少

年
育
成
村
民
会
議
役
員
会

９
日

安
達
地
方
市
町
村
会
要
望

活
動
（
福
島
市
・
東
京
都
）

10
日

寿
大
学
開
講
式
・
講
話
。

安
達
地
方
市
町
村
地
域
振
興
懇

談
会
（
二
本
松
市
）

11
日

福
島
県
学
生
寮
評
議
員
会

役
員
会
（
福
島
市
）。
国
保
運
営

協
議
会
。
消
防
団
訓
練
部
歓
送

迎
会

12
日

吾
峰
会
安
達
支
部
総
会
・

懇
親
会
（
二
本
松
市
）

14
日

臨
時
庁
議
。
自
衛
隊
父
兄

会
総
会
・
懇
親
会

15
日

公
立
学
校
施
設
整
備
期
成

会
会
計
監
査

16
日

菅
野
博
氏
福
島
県
知
事
表

彰
受
賞
祝
賀
会

17
日

定
例
議
会

18
日

Ｊ
Ａ
玉
井
い
ち
ご
部
会
反

省
会
（
二
本
松
市
）。
厚
生
文

教
常
任
委
員
会
懇
親
会

21
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

辞
令
交
付
。
定
例
議
会

22
日

定
例
議
会

23
日

福
島
県
農
業
信
用
基
金
協

会
総
会
・
理
事
会
（
福
島
市
）。

福
島
県
青
果
物
価
格
補
償
協
会

総
会
（
福
島
市
）。
青
少
年
育
成

村
民
会
議
総
会

24
日

救
助
隊
管
理
者
観
閲
（
二

本
松
市
）

25
日

南
達
商
工
会
広
域
連
携
調

印
式
（
本
宮
町
）。
国
道
四
号

四
車
化
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
。
県
北
家
畜
衛
生
推
進
協

議
会
役
員
会
（
福
島
市
）。
安
達

地
方
統
計
調
査
員
協
議
会
連
合

会
総
会
（
二
本
松
市
）。
消
防
操

法
競
技
大
会
本
宮
支
部
予
選
会

出
場
激
励
会

26
日

大
玉
村
国
際
結
婚
者
交
流

会
27
日

大
玉
村
連
Ｐ
親
善
球
技
大

会
。
大
玉
村
芸
能
祭

28
日

安
達
地
区
税
務
協
議
会
総

会
29
日

例
月
出
納
検
査
。
安
達
地

方
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

総
会

30
日

安
達
太
良
ミ
ド
ル
ラ
イ
ン

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
（
二
本

松
市
）
南
達
地
域
振
興
協
議
会

役
員
会
・
総
会
（
白
沢
村
）
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関関関関
東東東東
ああああ
だだだだ
たたたた
らららら

大大大大
玉玉玉玉
のののの
会会会会

東
京
都
足
立
区
在
住

渡
　
辺
　
貴
代
子

（
玉
井
字
久
保
山
出
身
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
�

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）

（
③
つ
づ
き
）

の
「
コ
ツ
」、
ポ
イ
ン
ト
は
①

田
土
を
両
足
を
使
い
、
よ
く
踏

み
こ
ね
る
。
②
前
年
に
塗
り
着

け
た
く
ろ
斜
面
と
頭
部
位
の
盛

土
を
削
り
取
る
。
③
鍬
で
こ
ね

た
田
土
を
く
ろ
斜
面
に
さ
く
り

乗
せ
着
け
る
。
④
そ
の
側
斜
面

に
乗
せ
着
け
た
こ
ね
田
土
に
水

を
掛
け
な
が
ら
鍬
の
背
面
で
二

〜
三
回
ぐ
ら
い
繰
り
返
し
強
く

叩た
た

き
着
け
、
削
り
取
っ
た
元
の

く
ろ
盤
面
と
密
着
さ
せ
る
。
⑤

叩
き
着
け
た
く
ろ
斜
側
面
に
鍬

の
背
面
の
片
方
の
縁
面
を
強
く

押
さ
え
着
け
な
が
ら
進
み
、
連

続
し
て
斜
側
面
を
滑な

め

ら
か
に
撫な

で
つ
け
る
。
⑥
田
ん
ぼ
く
ろ
の

頭
部
位
は
斜
側
面
と
同
じ
よ
う

に
鍬
で
乗
せ
た
こ
ね
田
土
を
叩た
た

き
着
け
な
が
ら
平
ら
に
滑な

め

ら
か

に
撫
で
塗
り
仕
上
げ
る
。

い
ま
さ
ら
釈
迦
し
ゃ
か

に
説
法
を
言

う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
以

上
が
田
ん
ぼ
く
ろ
つ
く
り
の
あ

ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は

果
た
し
て
コ
メ
つ
く
り
の
ど
れ

だ
け
の
村
人
た
ち
に
通
用
し
、

実
用
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
は

知
る
よ
し
の
な
い
こ
と
か
も
知

れ
な
い
。

他
方
、
田
ん
ぼ
く
ろ
塗
り
の

そ
の
必
要
な
い
法
面
の
り
め
ん

く
ろ
の
野

草
・
花
花
た
ち
の
社
会
・
世
界

で
は
、
人
知
未
知
と
言
う
べ
き

大
変
な
熾し

烈れ
つ

さ
を
極
め
た
存
亡

争
い
が
、
い
つ
と
も
な
く
限
り

な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
て
い

る
。そ

こ
で
、
こ
の
紙
面
・
欄
で

は
、
以
下
、
数
回
に
わ
た
り
田

ん
ぼ
く
ろ
に
四
季
こ
も
ご
も
、

質
素
に
優
し
く
、
ま
た
艶
や
か

で
思
い
思
い
に
、
そ
し
て
い
か

に
も
誇
ら
し
く
咲
き
競
う
儚
な

く
、
と
て
も
命
短
い
花
花
、
野

草
た
ち
に
秘ひ

め
ら
れ
た
し
た
た

か
な
そ
の
生
き
ざ
ま
、
そ
の
存

続
戦
略
に
視
点
・
論
点
を
合
せ

わ
か
り
や
す
く
エ
ッ
セ
ー
に
も

著
し
、
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

（
つ
づ
く
）

箱
�
教
授
の
シ
リ
ー
ズ

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・

）歳
時
記
④

八
十
三
歳
の
時
、
脳
梗
塞
で
倒
れ

た
姑
母
を
十
年
介
護
し
、
九
十
三
歳

で
浄
土
に
送
っ
て
、
早
い
も
の
で
今

年
七
回
忌
を
済
ま
せ
た
所
で
す
。
姑

母
を
見
送
っ
て
ほ
っ
と
し
た
時
、
私

は
す
で
に
五
十
八
歳
、
こ
れ
か
ら
ど

う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
矢
先
、

ふ
と
区
の
広
報
の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

習
の
活
字
が
目
に
と
ま
り
、
抽
選
で

し
た
の
で
は
ず
れ
て
も
と
も
と
と
、

軽
い
気
持
ち
で
は
が
き
で
応
募
。
思

い
が
け
ず
四
十
五
名
の
中
に
入
っ
た

の
で
す
。
そ
の
頃
、
平
成
十
二
年
か

ら
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
む

け
て
区
と
し
て
も
ヘ
ル
パ
ー
養
成
に

力
を
入
れ
て
い
た
所
で
し
た
。
学
生

時
代
以
来
四
十
年
ぶ
り
の
勉
強
に
弁

当
持
参
で
朝
八
時
二
十
分
に
は
自
転

車
で
家
を
出
て
区
の
施
設
へ
。
一
日

五
時
間
の
ハ
ー
ド
な
勉
強
に
耐
え
て

の
私
の
人
生
で
、
初
め
て
の
公
の
資

格
取
得
に
う
れ
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
を
始
め
た
の
が
平
成
十
一
年
。

自
分
の
年
齢
も
考
え
て
身
体
介
護
は

選
ば
ず
生
活
援
助
、
通
院
介
助
、
外

出
介
助
を
週
十
時
間
余
。
現
在
三
名

の
利
用
者
さ
ん
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
十
四
名
の
利
用
者
さ

ん
と
接
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
人
生

い
ろ
い
ろ
、
百
人
百
様
の
艱
難
辛
苦

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
の
り
越
え
て
き

た
人
生
の
先
輩
達
。
誰
も
が
、
平
等

に
老
化
と
い
う
身
心
共
に
ハ
ン
デ
ィ

を
枷
せ
ら
れ
て
生
き
る
姿
に
接
す
る

に
つ
け
、
心
の
ケ
ア
の
大
切
さ
を

日
々
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
あ

る
朝
、
Ｓ
さ
ん
の
所
に
伺
う
と
新
聞

の
広
告
を
破
い
た
紙
が
屑
か
ご
の
中

に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

聞
い
て
み
る
と
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

て
も
つ
ま
ら
な
い
し
、
何
も
す
る
事

が
な
い
の
で
破
い
て
い
た
、
と
笑
い

な
が
ら
言
う
の
で
す
。
私
は
、
一
枚

一
枚
破
り
な
が
ら
何
を
思
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。
こ
う
し
て
日
々
人
間

と
人
間
が
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
二
時

間
と
い
う
決
ま
っ
た
時
間
を
こ
な
す

中
、
伺
う
日
を
楽
し
み
に
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
事
を
思
う

と
、
き
っ
ぱ
り
と
�時
間
で
す
�
と

帰
っ
て
こ
れ
な
い
日
が
多
々
あ
り
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
は
、
思

う
存
分
に
話
し
た
い
唯
一
の
時
間
な

の
で
す
。
そ
う
し
た
厳
し
い
現
実
を

直
視
し
た
と
き
、
た
と
え
ど
ん
な
環

境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
せ
め
て
心
豊

か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。「二

〇
一
五
年
に
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
数
が
全
人
口
の
三
割

近
く
（
三
三
〇
〇
万
人
）
に
達
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
超
高
齢
社

会
、
日
本
」
と
、
あ
る
新
聞
が
報
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
私
も

そ
の
真
っ
た
だ
中
の
一
人
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
い
つ
の
間
に
か
、
す
で

に
老
人
の
域
に
達
し
て
し
ま
っ
て
い

る
今
、
い
つ
ま
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

頑
張
る
事
が
出
来
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
あ
し
た
か
ら
又
、
あ
の
人
に
小

さ
な
心
の
花
束
を
届
け
に
行
こ
う
と

決
め
て
い
る
。

後
記

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
が
亡
く

な
っ
た
と
い
う
寝
室
に
は
、

「
充
実
し
た
生
命
は
長
い

充
実
し
た
日
々
は

い
い
眠
り
を
与
え
る

充
実
し
た
生
命
は

静
寂
な
死
を
与
え
る
」

彼
の
こ
ん
な
言
葉
が
刻
ま
れ
た
銅
板

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

老
人
介
護
に
携
わ
っ
て
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の
び
の
び
大
玉
っ
子

◇
大
山
幼
稚
園
◇

　延び延びになっていた遠足が、4回目にしてようやく実施されました。この日はとても天気がよく
遠足日よりでした。わらしっこ広場では、ローラーのすべり台やターザンロープで思いっきり体を
動かして遊びました。また芝生の広場では、みんなでお菓子拾いや、鬼ごっこをしたりしてのんび
りと楽しい1日を過ごしてきました。 

幼稚園に大玉村保育所のお友達と玉井幼稚園のお友達が遊びにきたよ！�
　今年も玉井幼稚園との交流会を実施しました。また保育所は初めての交流会です。 
お互いにこの日を楽しみに待っていました。広い庭園ではスクーターや自転車に乗り、鬼ごっこを楽しんだ後、みん
なでゲームをしたりして交流を図りました。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

ジャンケンに勝ったら�
通っていいよ！�

将来は大工さんかな？�

去年も会ったよね…�
保育所で一緒だったよね！○○くん�

どんどん長～い電車になりました。�

何のジュースを作ろうかな？�

「木工遊び」� 「色水遊び」�
交通安全教室�

横断歩道は、左右確認！�
手を上げて渡りましょう。�

これは何の樹液かな？� カメラに向かってピース！�
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キ
ウ
イ
が
り

玉
井
小
三
年
（
現：

四
年
）

伊
藤
明
日
香
さ
ん

十
一
月
の
あ
る
日
、
ま
だ
木
の

葉
も
紅
葉
し
て
な
い
こ
ろ
、
学
校

か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

「
キ
ウ
イ
が
り
や
ん
な
い
か
。」

と
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
さ
そ
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た

の
で
、お
も
し
ろ
そ
う
だ
と
思
い
、

「
う
ん
、
手
伝
う
よ
。」

と
か
る
く
返
事
を
し
ま
し
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
長
ぐ
つ
に
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
に
、ぐ
ん
手
を
し
て
、

ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
さ
き
に
畑
へ

向
か
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
ふ

つ
う
の
、
ズ
ボ
ン
と
、
ト
レ
ー
ナ

ー
に
、
ぐ
ん
手
を
し
て
、
畑
へ
向

か
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
と
ど
く
ぐ
ら
い
の
高
さ

の
キ
ウ
イ
を
取
り
ま
し
た
。
キ
ウ

イ
は
手
の
ひ
ら
に
す
っ
ぽ
り
入
る

く
ら
い
の
大
き
い
物
や
、
薬
指
く

ら
い
の
大
き
さ
の
小
さ
い
物
も
あ

り
ま
し
た
。
手
で
さ
わ
っ
て
み
る

と
ざ
ら
ざ
ら
ち
く
ち
く
し
て
て
、

重
さ
は
み
か
ん
よ
り
少
し
重
い
く

ら
い
で
し
た
。
か
わ
が
あ
つ
く
て

香
り
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
と
ど
か
な
い
高
さ
の

所
に
あ
る
キ
ウ
イ
は
、
ふ
み
台
三

だ
ん
を
使
っ
て
、
取
り
ま
し
た
。

キ
ウ
イ
は
思
っ
た
よ
り
多
く
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。わ
た
し
が
、

木
に
つ
い
て
い
る
キ
ウ
イ
を
見
つ

け
て
、

「
ま
だ
の
こ
っ
て
る
よ
。」

と
言
う
と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
小
さ
い
キ
ウ
イ
は
、
鳥
に
あ
げ

る
ん
だ
よ
。」

と
目
を
細
め
な
が
ら
言
っ
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
鳥
も
よ
ろ
こ

ぶ
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
ふ
み
台
を
使
っ
て
も

と
ど
か
な
い
所
に
あ
る
キ
ウ
イ
は
、

じ
い
ち
ゃ
ん
が
ふ
み
台
を
使
っ
て

の
ぼ
り
、
わ
た
し
が
ふ
み
台
を
お

さ
え
て
、
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
わ
た
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

落
ち
た
り
し
な
い
か
心
配
で
し
た
。

で
も
、
落
ち
な
く
て
よ
か
っ
た
で

す
。
さ
ら
に
と
ど
か
な
い
所
に
あ

る
キ
ウ
イ
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
ふ

み
台
に
上
が
り
、
私
が
か
た
ぐ
る

ま
を
し
て
も
ら
っ
て
取
り
ま
し
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん
が
落
ち
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
、
と
て
も
こ
わ
か

っ
た
で
す
。
そ
の
と
き
、
じ
い
ち

ゃ
ん
が
、
私
の
心
配
そ
う
な
顔
を

見
て
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
、
落
ち
な
い

か
ら
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。

私
は
、
と
中
で
こ
し
が
い
た
く

な
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
の
こ

り
の
キ
ウ
イ
を
取
り
ま
し
た
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、キ
ウ
イ
と
っ
て
！
」

と
わ
た
し
が
言
う
と
、

「
ど
れ
ど
れ
。」

と
言
い
な
が
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
が
う

で
を
の
ば
し
て
、
高
い
と
こ
ろ
に

あ
る
キ
ウ
イ
を
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ん
な
に

が
ん
ば
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
私
よ

り
こ
し
が
い
た
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

一
言
も
大
変
そ
う
な
言
葉
は
言
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

キ
ウ
イ
は
茶
色
の
う
ぶ
毛
の
よ

う
な
毛
が
は
え
て
い
て
、
ぜ
ん
ぶ

で
、
中
ぐ
ら
い
の
箱
一
こ
分
く
ら

い
あ
り
ま
し
た
。
一
輪
車
に
つ
ん

で
、そ
れ
か
ら
箱
に
つ
め
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
た
ち
に
、

「
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
ね
。」

「
明
日
香
も
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
も
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

取
っ
て
い
た
ら
、
キ
ウ
イ
の
毛

が
ぬ
け
て
目
に
い
っ
ぱ
い
入
っ
て

し
ま
い
、
目
が
か
ゆ
く
な
っ
て
た

い
へ
ん
で
し
た
。

今
日
は
、
と
て
も
つ
か
れ
ま
し

た
が
、
た
く
さ
ん
と
れ
て
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
と
で
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い

て
み
た
ら
、
は
こ
に
、
り
ん
ご
を

二
つ
か
三
つ
ほ
ど
、
キ
ウ
イ
と
い

っ
し
ょ
に
一
カ
月
く
ら
い
お
い
て

お
く
と
、あ
ま
く
な
る
そ
う
で
す
。

わ
た
し
は
そ
れ
を
聞
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
と
て
も
ふ
し
ぎ
だ

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

生
活
の
ち
え
な
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。

今
度
も
ま
た
、
キ
ウ
イ
が
り
が

で
き
る
と
い
い
で
す
。
今
度
は
、

も
っ
と
高
い
所
の
キ
ウ
イ
も
取
っ

て
じ
い
ち
ゃ
ん
を
楽
に
し
て
あ
げ

た
い
で
す
。

作文コンクール
2作品を紹介します～
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●
入
　
賞
●

い
ね
か
り
の

お
手
つ
だ
い

大
山
小
一
年
（
現：

二
年
）

鈴
木
　
智
弥
さ
ん

「
き
ょ
う
は
、
い
ね
か
り
に
さ
い

こ
う
の
日
だ
。」

「
い
ね
か
り
す
る
ぞ
。」

「
う
ん
、
ぼ
く
て
つ
だ
う
よ
。」

き
ょ
う
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
の

い
ね
か
り
の
日
で
す
。
ぼ
く
の
ば

あ
ち
ゃ
ん
ち
の
田
ん
ぼ
は
、
学
校

の
体
い
く
か
ん
ぐ
ら
い
の
広
さ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
田
ん
ぼ
が
、
い

ま
、
い
ね
が
で
き
て
、
小
さ
い
お

米
の
つ
ぶ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
ね
は
す
っ
か
り
、
い
ろ
が
う
す

い
ち
ゃ
い
ろ
に
な
っ
て
、
お
も
そ

う
に
く
び
を
ま
げ
て
ま
す
。
そ
れ

が
、
い
ね
を
か
る
あ
い
ず
で
す
。

き
ょ
う
は
青
い
空
に
お
日
さ
ま

が
ひ
か
っ
て
、
あ
つ
い
く
ら
い
で

す
。
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
み
る
と
、

水
は
も
う
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て

か
わ
い
て
い
ま
す
。

「
い
ね
か
り
に
そ
な
え
て
、
田
ん
ぼ

の
水
は
、
ぬ
い
て
お
く
ん
だ
。」

と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く

れ
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
い
ね
を
か
る
ぞ
。」

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
と
う
さ
ん
が
、

バ
イ
ン
ダ
ー
で
ど
ん
ど
ん
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。

「
す
ご
い
、
大
き
な
ハ
サ
ミ
が
、

あ
っ
と
い
う
ま
に
い
ね
を
か
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
。
あ
っ
、
ひ
も
が
む
す

ん
で
あ
る
。」

バ
イ
ン
ダ
ー
は
、
い
ね
の
た
ば

を
い
く
つ
も
い
く
つ
も
つ
く
り
ま

し
た
。

「
さ
あ
、
い
ね
を
、
木
に
か
け
る

ん
だ
。」

ぼ
く
も
、
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に

は
、
ま
け
ま
せ
ん
。
や
る
ぞ
と
う

で
を
ま
く
っ
て
い
ね
を
木
に
か
け

ま
し
た
。
み
て
る
と
か
ん
た
ん
な

ん
だ
け
ど
、
い
ね
は
ち
く
ち
く
す

る
し
、
ふ
く
や
手
が
ど
ろ
だ
ら
け

で
す
。
な
ん
か
い
も
や
っ
て
い
る

と
、
う
で
が
お
も
た
く
て
い
た
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
か
っ
た
い
ね
は
、
プ
ー

ン
と
い
い
に
お
い
が
し
ま
す
。

『
よ
し
、
が
ん
ば
る
ぞ
』
と
お
も

っ
て
や
り
ま
し
た
。

よ
く
み
る
と
、
木
の
ぼ
う
は
、

ば
っ
て
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
な
ん
で
、
ば
っ
て
ん
に
な
っ
て

る
の
。」

と
き
く
と
、

「
こ
う
す
る
と
、
お
日
さ
ま
に
よ

く
あ
た
っ
て
、
い
い
ぐ
あ
い
に
か

わ
く
ん
だ
。」

と
、
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
す

ご
い
な
あ
、
木
の
ぼ
う
に
も
く
ふ

う
が
あ
る
ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し

た
。ば

あ
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
と
、
そ
し

て
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
と
で
、
い
ね

の
山
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

か
た
や
う
で
が
、
も
う
か
ち
か
ち

で
、
い
た
い
く
ら
い
で
す
。
で
も
、

で
き
あ
が
っ
た
い
ね
の
山
を
み
る

と
な
ん
だ
か
、
と
っ
て
も
す
っ
き

り
し
て
、
い
い
き
も
ち
に
な
り
ま

し
た
。

「
こ
れ
で
こ
と
し
も
い
い
米
が
で

き
る
ぞ
。」

「
う
ん
、
は
や
く
し
ん
ま
い
が
た

べ
た
い
な
。」

き
っ
と
、
お
い
し
い
お
こ
め
が

で
き
る
と
お
も
い
ま
す
。
い
ま
か

ら
、
と
っ
て
も
た
の
し
み
で
す
。

農作業体験学習
～今月は入賞作品の
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“痴呆症高齢者への具体的な接し方”No.3 《見当識障害》

◆介護のポイント◆　同じ立場になり不安を取り除く

�「今日は何日だい？」というのは、何日かを知りたいというよりも
今がいつで、ここがどこなのかが不安だということの裏返しなこと
があります。だから何回も聞くのです。

�その時に冷たい態度で受け答えをすると、悲しい思いをさせてしま
うのですが、かといってお世話する方の心に余裕がないこともあり
ますね。
�決まったところに大きな日めくりのカレンダーをかけておいてはい
かがでしょう。
一緒にその前に行って「ああ、今日は○月△日だったね」と納得し
てみましょう。

介 護 ま め 知 識

　現在65歳以上の10人に一人が要支援・要介護の認定を受けています。疾病別に見

ると、①脳梗塞等の循環器系の疾患②痴呆性疾患③骨折や関節症の筋骨格系及び結合

組織の疾患が代表的なものであり、生活習慣を見直したり、適度な運動で予防するこ

とが可能です。�

　昨年に引き続き、各老人クラブの代表

による健康推進リーダー研修を開催しま

した。県作業療法士会会長の岡本宏二氏

を講師に招き、日常生活の基本動作が生

活を保障している等の講話や身体機能の

維持のための体操を学習しました。今後

はそれぞれの地区であらゆる機会に体操

の普及に努め、身近な場所で仲間と楽し

く相互扶助のもと健康の自己管理を推進

していく予定です。�

「家族ほど近すぎず、他人ほど遠すぎない場で、私たちと一緒に考えていきませんか。」
大玉村在宅介護支援センター　�48-3131（内線296）

～健康増進リーダー研修の様子～
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1．小学校1年生の保護者の方（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）�

現在、受け付けております現況届で確認できますので特段の手続きは必要ありません。未提出の方は、忘れず
に提出して下さい。�

2．小学校2、3年生の保護者の方（平成7年4月2日～平成9年4月1日生まれ）�

①現在、児童手当を受給していない保護者の方　⇒　認定請求が必要になります。�
保護者の健康保険証の写しを添えて提出して下さい。�

②現在、児童手当を受給している保護者の方　　⇒　額改定請求が必要になります。�
　なお現況届を未提出の方は、忘れずに提出して下さい。�
③平成15年1月1日に大玉村に住所がなかった方は�

平成15年度児童手当用所得証明書 を添付してください。�

平成16年1月1日に大玉村に住所がなかった方は、�

平成16年度児童手当用所得証明書 を添付してください。�

なお、平成16年9月30日までに手続きされた方に限り、4月1日にさかのぼって支給されます。�

※所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。�

以上、詳しくは健康福祉課（保健センター内）48－3131（内線294）まで�

お問い合わせください�

このページに関するお問い合わせは、健康福祉課 � 48－3131

Ｑ：これから暑い日が続きます。夏バテ予防のための食事の工夫は？ 
Ａ：バランスのよい規則正しい3回の食事は欠かせません。食欲を刺激する香辛料（し

ょうが、わさび、唐辛子、山椒、ハーブなど）を上手に使って、おかずもとるよう
にしましょう。そうめんなどサッパリとしたもので済ませがちですが、たんぱく質 
（肉、魚、卵、牛乳など）、ビタミン（野菜、果物など）、ミネラル（牛乳や海草など）が
不足しがちなので、少量でもとるようにしましょう。 
多量の糖分を含む清涼飲料水のとりすぎは食欲不振の原因になります。水分補給
は大事ですが、飲むときは、ぬるめのお茶をおすすめします。 

対 象 者；痴呆高齢者の介護をなさっている家族の方 
内 容；日頃の介護をしている中での悩みについてア 

ドバイザーの方より助言いただきます。同じ 
介護者どうしでも交流することができ、スト 
レスの軽減にもなりますよ。 

時 間；午後1時30分より3時30分 
月日・場所；右記のとおり 
主 催；本宮町役場保健福祉課・大玉村役場健康福祉 

課・白沢村保健福祉課 

※　参加申し込み、お問い合わせは、大玉村役場健康福
　祉課または在宅介護支援センターまで。 

児童手当が小学校3年生まで拡大されます�

『痴呆高齢者介護の家族座談会』のお知らせ�

こんな悩みをお持ちの方　参加してみませんか！！�
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

こんな時 
どうしたらいいの？ 

どんなふうに 
接したら 
いいかしら？ 

平成16年 8 月 9 日（月） 

9 月13日（月） 

10月12日（火） 

11月15日（月） 

12月13日（月） 

平成17年 1 月11日（火） 

2 月14日（月） 

3 月14日（月） 

本 宮 町 中 央 公 民 館  

本 宮 町 中 央 公 民 館  

サ ン ラ イズもとみや  

サ ン ラ イズもとみや  

本 宮 町 中 央 公 民 館  

本 宮 町 中 央 公 民 館  

本 宮 町 中 央 公 民 館  

本 宮 町 中 央 公 民 館  

健康相談室�
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│
│
│
│
　
こ
の
頁
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
�
48
―
３
１
３
９
　
│
│
│
│

六
月
十
日
、
大
学
生
九
十
三
名

を
集
め
、
和
や
か
に
開
講
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。
来
賓
に
は
大
玉
村

長
、
議
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
を
お
招
き
し
、
華
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
回
学
習
講
座
は
、「
村
政

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
村
長
さ
ん

よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
は
大
玉
村
の
「
現
状
、
今

後
の
政
策
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

第
二
回
講
座
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
教
室
で
す
。

洋
ラ
ン
教
室
は
二
十
八
日
、
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

四
回
予
定
さ
れ
て
い
る
講
座
の
一

回
目
で
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

須
賀
川
市
の
佐
藤
ら
ん
科
園
芸

佐
藤
正
氏
の
指
導
で
カ
ト
レ
ア
、

ギ
ン
ギ
ア
ナ
ム
、
エ
ピ
テ
ン
ド
ラ

ム
な
ど
の
洋
ラ
ン
の
コ
ル
ク
付
け

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

コ
ル
ク
の
板
に
根
が
付
い
た
ま

ま
の
ラ
ン
を
針
金
で
固
定
し
、
壁

掛
け
な
ど
の
鑑
賞
用
と
し
て
楽
し

む
も
の
で
す
。

参
加
者
は
講
師
か
ら
、
取
り
付

け
方
や
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る

コ
ツ
を
学
び
な
が
ら
、
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

先
日
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
座
禅

体
験
を
玉
泉
寺
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
三
村
住
職
さ
ん
か
ら
座
禅
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
早

速
、
座
禅
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

約
二
十
分
間
、
精
神
を
統
一
し

て
の
静
か
な
時
間
で
し
た
が
、
時

々
顔
を
ゆ
が
め
姿
勢
を
崩
し
た
り
、

住
職
さ
ん
の
足
音
に
緊
張
し
た
様

子
で
姿
勢
を
正
し
た
り
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
後
、
子
供
た
ち
は
し
び
れ

た
足
を
な
で
な
が
ら
も
す
っ
き
り

し
た
表
情
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

小
学
五
･
六
年
生
を
対
象
に
し

た
、
自
然
探
偵
団
の
第
一
回
学
習

遠
藤
ケ
滝
周
辺
の
自
然
観
察
会
と

ふ
れ
あ
い
村
民
の
森
で
の
木
工
ク

ラ
フ
ト
が
六
月
二
十
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

観
察
会
に
は
自
然
探
偵
団
員
の

小
学
生
十
三
人
が
参
加
し
、
梅
雨

の
合
間
の
さ
わ
や
か
な
天
候
の
も

と
新
緑
の
遊
歩
道
を
散
策
し
、
森

の
中
の
生
き
物
や
渓
流
の
様
子
を

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
探
偵
団
は
、
こ
の
あ
と
九

月
に
海
辺
の
自
然
観
察
、
来
年
二

月
に
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
を
使
っ
た
冬
の
自
然
観
察
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

大
玉
村
寿
大
学
　

「
わ
れ
ら
、
大
学
生
」

洋
ラ
ン
教
室
　

コ
ル
ク
付
け
に
挑
戦

『
わ
ん
ぱ
く
広
場
」

座
禅
に
挑
戦
！

自
然
探
偵
団
　

大
自
然
に
抱
か
れ
て

～浅和村長の講話に耳を傾ける大学生達～

～コルク付けに取り組む参加者～

～緊張した表情で、座禅に挑戦する子ども達～

～赤不動の前で記念撮影～



奉
仕
活
動
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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館
内
ス
ケ
ッ
チ

◎
親
子
で
来
館

親
子
で
来
館
し
、
展
示
物
の
見

学
や
図
書
室
で
の
親
子
読
書
な
ど
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
親
子
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
と
っ
て
も
ス
テ
キ

な
光
景
で
す
。

◎
幼
児
の
来
館

就
学
前
の
幼
児
の
皆
さ
ん
に
も

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本

を
見
る
瞳
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
ま
す
。

◎
心
温
ま
る
礼
状

学
習
の
た
め
訪
れ
た
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
届
い
た
お
手
紙
を
、
大

切
に
館
内
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

六
月
十
六
日
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
に

お
い
て
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
日
頃
か
ら

使
っ
て
い
る
施
設
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
自

分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
た
い
と
約

四
十
名
が
早
朝
よ
り
作
業
を
行
い
ま
し

た
。個

人
で
持
参
し
た
草
刈
り
機
や
鎌

を
使
っ
て
の
一
斉
作
業
に
よ
り
、
短

時
間
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

刈
っ
た
草
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
数
台
分

に
も
お
よ
び
、
ま
た
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
と
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

作
業
さ
れ
た
み
な
さ
ん
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。「
新
し
い
本
」
が
入
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、是
非
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
百
五
十
五
冊
ほ
ど
が
新
し
く
そ
ろ
い
ま
し
た
。

○
「
自
分
の
脳
を
自
分
で
育
て
る
」「
脳
を
育
て
、夢
を
か
な
え
る
」

脳
の
中
の
脳
「
前
頭
前
野
」
の
驚
く
べ
き
働
き
と
鍛
え
方
が
、
と
っ

て
も
分
か
り
易
く
具
体
的
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
と
っ
て
も
参
考

に
な
り
役
に
立
つ
か
と
思
い
ま
す
。

○
「
０
歳
か
ら
の
子
育
て
の
技
術
」「
10
代
の
子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
」

い
ず
れ
も
『
子
育
て
』
で
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
本
で
す
。

き
っ
と
読
書
後
に
は
、「
子
育
て
」
に
対
す
る
大
き
な
自
信
と
勇
気
が

わ
い
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
他
お
子
さ
ま
向
け
の
本
も
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様

の
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

『あだたらふるさとホール』のご案内

～ゆったり本を選び静かに読書できる空間～

～静かに読書中～

～奉仕作業をする老人クラブの皆さん～

～先生に絵本を読んで
もらう子供達～

図 書 室

～当時使われた農具等～

～民家の内部～

～あだたらふるさとホール全景～

展 示 室

新
刊
図
書
案
内

◎大玉村農村環境改善センターのすぐうしろにあり、
モダンで近代的な建物です。

◎大玉村の長い歴史の記録が、今ここに！
・移築された代表的な民家
・出土した土器、埴輪、装飾品等の展示
・昔使われていた農具、生活用具の展示

◎2万冊をこえる蔵書を誇る静かな図書室。
◎研究、調査、情報収集等に活用できます。
◎学習の場としても活用できます。

いつでも、どなたでも気軽にご利用いただける施設です。皆様、ぜひ足をお運び下さい。
休館日：毎週火曜日・祝日（文化の日を除く）・年末年始

開館時間：午前9時～午後4時30分
《お問い合わせ　0243-48-2569 あだたらふるさとホール》

あだたら川

●�

●�
●�

●�

玉井農協�

大玉村役場�

相応寺�

改善�
センター�

卍�

村民テニスコート・村民プール�

 G.S.

至岳温泉�

あだたら�
ふるさと�
ホ ー ル�

絵本の世界から
やさしい感性が
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○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
川
越
重
信
さ
ん
（
玉
井
字
薄
黒

内
）
よ
り
十
万
円

・
菅
野
博
氏
県
知
事
表
彰
受
賞
祝

賀
会
発
起
人
会
よ
り
三
万
八
千

五
百
二
十
六
円

○
大
玉
村
役
場
へ

・
玉
井
小
学
校
緑
の
少
年
団
よ
り

緑
の
募
金
一
万
九
千
七
百
六
十

七
円

・
大
山
小
学
校
緑
の
少
年
団
よ
り

緑
の
募
金
二
万
六
千
円

・
大
玉
中
学
校
よ
り
緑
の
募
金
二

万
四
百
四
十
六
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す～大玉中学校より寄付が手渡されました～

～大山小学校緑の少年団より寄付が手渡されました～ ～玉井小学校緑の少年団より寄付が手渡されました～

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防
職
員
を
募
集

平
成
１７
年
度
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防
職
員
採
用
候
補
者
試

験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

１
　
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

試
験
職
種
　
　
　
　
消
防
業
務

採
用
予
定
人
員
　
　
３
名

※
消
防
業
務
と
は
、
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
、
消
防

署
・
出
張
所
に
勤
務
し
、
火
災
、
風
水
害
、
救
急
現
場
等
で
活

動
す
る
業
務
で
す
。

２
　
受
験
資
格

昭
和
５４
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
た
者

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
１７
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

３
　
受
付
期
間

平
成
１６
年
７
月
１４
日
か
ら
同
８
月
１３
日
ま
で
（
執
務
時
間
中
に
限

り
ま
す
）

４
　
受
付
場
所

〒
９
６
４
‐
０
９
１
７
　
二
本
松
市
本
町
一
丁
目
６０
番
地
の
２

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
自
治
セ
ン
タ
ー
（
電
話
２
２
―
１
１
０
１
）

５
　
試
験
の
実
施
日

第
一
次
試
験
　
平
成
１６
年
９
月
１９
日
（
日
）

本
宮
町
立
本
宮
第
一
中
学
校

６
　
そ
の
他

消
防
職
員
採
用
候
補
者
試
験
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
記

の
受
付
場
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報おおたま6月号第473号（16ページ）の「個人村民税の税率などが変わりました」の中で一部誤りがありました。訂
正し、お詫び申し上げます。
3．その他の主な改正
（平成17年度の村民税から適用）
①　平成16年1月1日からの土地、建物の長期譲渡所得に対する100万円の特別控除は廃止されます。
②　配偶者の収入金額が103万円以下（所得金額38万円以下）の場合は、配偶者特別控除（38万円限度）が受けられなく
なります。
（平成18年度の村民税から適用）
①　65歳以上に適用されていた老年者控除は廃止されます。

訂正とお詫び



訪
問
販
売
で
購
入
契
約
し
た
場
合
、「
特
定
商
取
引
法
」
で
指
定

し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
８
日
間
以
内
（
マ
ル
チ
商
法
で

は
２０
日
間
以
内
）
に
書
面
で
申
込
み
の
撤
回
又
は
契
約
の
解
除
通
知

を
す
れ
ば
、
無
条
件
で
売
買
を
白
紙
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
頭
を
冷
や
し
て
考
え
る
期
間
を
置
く
）
制

度
と
い
い
ま
す
。

電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
も
契
約
書
類
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日

間
は
無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回
又
は
契
約
の
解
除
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
契
約
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
親
権
者
（
両

親
）
の
同
意
が
必
要
で
す
。
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
期
間
か

ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
人

ま
た
は
親
権
者

が
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で

き
、
そ
の
契
約

は
初
め
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
は
が

き
の
内
容
を
コ

ピ
ー
し
簡
易
書

留
の
受
領
書
と

一
緒
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。
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防
衛
庁
で
は
、
平
成
１６
年
度
自

衛
官
・
自
衛
隊
な
ど
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、自
衛
隊
の
募
集
種
目
は
、

一
般
曹
候
補
学
生
・
曹
候
補
士
・

２
等
陸
・
海
・
空
士
が
あ
り
ま
す
。

１
　
募
集
受
付
期
間

平
成
１６
年
８
月
２
日

〜
９
月
８
日

２
　
お
問
い
合
わ
せ

福
島
市
方
木
田
字
榎
内
２５
―
１

自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

�
０
２
４
―
５
４
５
―
７
９
９
５

http//w
w
w
.fukushim

a.pl
o.jda.go.jp/

防
衛
庁

http//w
w
w
.jda,go.jp/

福
島
労
働
局
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
学
生
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
を
希

望
す
る
方
た
ち
の
求
職
活
動
を
援

助
す
る
た
め
、関
係
機
関
と
図
り
、

人
材
確
保
に
努
め
る
事
業
主
の
方

の
ご
協
力
を
得
、
就
職
面
接
会
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

と
　
き

平
成
十
六
年
八
月
十
七
日（
火
）

十
二
時
三
〇
分
〜
十
六
時
〇
〇
分

と
こ
ろ

郡
山
市
　
ビ
ッ
グ
ア
イ
七
階

郡
山
市
駅
前
二
‐
十
一
‐
一

参
加
対
象
者

▼
大
学
卒
業
予
定
者
・
Ｕ
タ
ー
ン

希
望
者
・
大
学
既
卒
業
者
等

（
高
校
生
は
除
く
）

▼
県
内
に
採
用
予
定
の
あ
る
事
　

業
所

（
確
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
　

http://w
w
w
.fukushim

aroud
oukyoku.go.jp

）

連
絡
先

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

�
〇
二
四
‐
五
二
八
‐
〇
三
六
六

自自自自
衛衛衛衛
官官官官
をををを

募募募募
集集集集
しししし
まままま
すすすす

平
成
１６
年
度
大
玉
村
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
、
総
所
得
金
額

及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算
額
が

一
定
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
該
当

す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
均
等

割
額
及
び
平
等
割
額
が
２
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を

通
知
書
（
課
税
明
細
書
）
と
合
わ

せ
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
８

月
２
日
（
月
）
ま
で
大
玉
村
役
場
税

務
課
へ
提
出
願
い
ま
す
。

な
お
、
５
割
・
７
割
軽
減
該
当

者
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
お
り
申

請
は
不
要
で
す
。

※
　
一
定
額
…
３３
万
円
に
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
３５
万
円
を
加
算

し
た
金
額

（
お
問
い
合
わ
せ
）

税
務
課
　
�
４
８
―
３
１
３
１

内
線
２
２
０

国
民
健
康
保
険
税

2
割
軽
減
の
申
請

に
つ
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

郵 便 は が き�

●簡易書留（はがき）の書き方例�

○
○
市
○
○
区
○
○
○
○
○
町�

�

●
申
込（
契
約
）年
月
日�

●
販
売
会
社
名�

●
商
品
及
び
金
額�

●
担
当
者
名�

　
　
　
　
　
右
記
の
日
付
の
申
込
を
撤
回�

　
　
　
　
　（
又
は
契
約
を
解
除
）し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
○
年
　
○
月
　
○
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
住
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名�

�

○
○
○
株
式
会
社
　
御
中�

２
０
０
４
夏
ふ
く
し
ま

Ｕ
タ
ー
ン
・
学
生
等

就
職
フ
ェ
ア
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期　間
7月26日（月）
7月27日（火）
7月28日（水）
8月14日（土）
8月15日（日）
8月16日（月）

休止の理由

焼却炉点検の為

お盆休暇の為

7月31日（土）午後 6 時30分～�
�
8月 1 日（日）午前10時00分～�

7月31日（土）午後 6 時30分～�
�
8月 1 日（日）午前10時00分～�

会　　場　大玉村ふれあい広場�
主　　催　あだたらの里フェスタ実行委員会�
問合せ先　役場企画財政課　企画商工観光係　℡　48－3131

会　　場　大玉村ふれあい広場�
主　　催　あだたらの里フェスタ実行委員会�
問合せ先　役場企画財政課　企画商工観光係　℡　48－3131

もとみやクリーンセンター休止のお知らせ

もとみやクリーンセンター（ごみ焼却場）の焼却炉点検及びお盆休暇のため、回収と受付業務を一時お休み
いたします。
この間は、ごみステーション（集積所）へ出すことやセンターへの直接搬入はできませんのでご注意下さい。

なお、ご不明な点があれば住民生活課（電話48－3131内線235）へお問合せ下さい。
引き続き、ごみ減量化、リサイクルの推進などのご協力をお願いいたします。

～分ければ資源、混ぜればごみの増加～
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税関では、海外からの引揚げの際お預か
りした次の通貨・証券などをお返ししてい
ます。
○ 終戦後、外地から引揚げてこられた方
が、上陸地の税関、海運局に預けられた
通貨・証券など
○ 外地の集結地において、総領事館など
に預けられた証券などのうち日本に送還
されたもの
返還の申し出は、預けられた方ご本人は

もとより、ご家族の方でも結構です。

〔問い合わせ先〕
小名浜税関支署　

電話０２４６（９２）５１５１
小名浜税関支署相馬出張所　

電話０２４４（３８）６１３０
小名浜税関支署福島空港出張所　
電話０２４７（５７）１１３３
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行　事　名 日　　　時 対　　　象　　　者 場　　　所 持参するもの

すこやか教室

こども健康相談

乳児健診

キラキラ教室
（歯科相談）

献血

機能訓練

1歳6ヶ月児健診

平成16年3月・4月生まれの乳児

平成15年6月生まれの幼児
お子さんの健康について相談したい方

平成15年9月、12月生まれの乳児

平成14年9月、13年10月生まれの幼児

16歳～64歳の方

自力歩行のできる方、又は車いすで移動が
可能な方

平成15年1月・2月生まれの幼児

･母子健康手帳
･健診問診票

･母子健康手帳

･母子健康手帳･問診
票･バスタオル等

･母子健康手帳･現在
使っている歯ブラシ･
コップ･タオル等

･献血手帳

･健康手帳

･母子健康手帳
･健診問診票

保 健 衛 生 だ よ り
８月

８月３日�
受付9:15～9:30

８月11日�
9:00～11:00

８月11日�
受付13:00～13:15

８月11日�
受付13:00～13:15

８月25日�

８月26日�
9:30～11:30

８月30日�
受付13:00～13:15

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

後日お知らせいたします

大玉村保健センター

大玉村保健センター

終戦当時の海外引揚者の方々へ
－通貨・証券などをお返ししています－
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神原田たんぼくろに咲く
セイヨウタンポポ
（平成15年5月撮影）

箱�教授のシリーズ
くろ（あぜ・畔・ ）歳時記②本文より
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※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

○皆さんのご意見を募集します。
『私の夢』、『私の希望』、『村の行事に参加しての
感想』、『日ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期
待するもの』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、
『自分たちで行う（行っている）地域づくりの紹介』、
等のご意見をお寄せください。
（誹謗・中傷は除きます。）

�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願

いします。

・村内にお住まいの方ならどなたでもご応募できます。
・市販の400字詰め原稿用紙1枚以内に、『私の夢』、
『私の希望』、『村の行事に参加しての感想』、『日
ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期待するも
の』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、『自分た
ちで行う（行っている）地域づくりの紹介』等の
ご意見をお寄せください。
・主題を変えないよう添削いたします。
・内容により採用できない場合があります。
・住所、氏名、電話番号を明記してください。
（顔写真掲載希望の方は、写真を同封してください。）
・原稿の返却は致しません。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

○お子さんの写真を募集します。
�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願
いします。
・写真の裏に住所、氏名、お子さんの名前（ふりが
な）、年齢、電話番号、一言（30字以内）を明記
してください。
・写真の返却は致しません。
・「広報おおたま」以外の村の発行するチラシ、パン
フレット等に利用させていただくこともあります。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

休 日 当 番 医

７月25日　兼谷胃腸科外科医院 �33－4141

８月１日　�上遠野内科医院　　�33－5866

８月８日　�国分整形外科医院　　�33－1088

８月15日　今野外科整形外科医院　　�33－3711

８月22日　�慈久会　谷病院　　�33－2721

８月29日　�よしだこどもクリニック �34－6418

（１）午前９時より午後５時まで、外来のみ診療

（２）医師の都合により変更する場合もあります

心配ごと相談

８月10日� デイサービスセンター日本間

８月20日� 大山公民館

※相談受付けは、午前９時から正午までです

＝今月の納期＝
固定資産税　　　　　　　（第２期）
国民健康保険税　　　　　（第１期）
介護保険料　　　　　　　（第１期）
水道料　　　　　　　（６・７月分）
農業集落排水使用料　（６・７月分）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・８月２日までに納めましょう


